
【保護者・学校関係者からの意見・要望等】
　令和５年度末の学校評価アンケート（最大値４、最小値１の４段
階評価）では、「外国語学習の充実」において、保護者様が平均値
３．４、学校運営協議会の皆様が４．０となっています。宇城教育事
務所の先生方による学校訪問でも授業を公開し、「児童、担任、Ａ
ＬＴのコミュニケーションから楽しく学ぶ姿が伝わってきた。児童の
ゴールの姿をイメージして、授業を構想することが重要。めあての
達成のためにはやり取りの時間をより確保する必要がある」という
講評をいただきました。

【考察・今後の展望等】
○４月から赴任したＡＬＴとの連携を図り、 授業実践を更に充実さ
せていきたいと考えます。特に「新しい英語を覚えることが楽しい」
と感じる児童が増えるように、児童がわくわくする授業づくりを進め
ながら知的好奇心を育んでいきます。
○授業のめあてを達成するために、教師やＡＬＴ、そして児童同士
のやりとりの時間を確保します。そこでしっかり慣れ親しむことで、
交流する楽しさ、できる楽しさを味わわせ、コミュニケーション能力
を育んでいきます。

令和５年度外国語（英語）の授業に関する児童用アンケート調査結果の分析・考察（青海小）

【Ｑ１について】
 　「とても楽しい＋楽しい」を選択した児童
が９８％もおり、外国語の授業を楽しみにし
ている様子がうかがえます。昨年度の９
５％から３％上昇しました。
宇城市全体でも「とても楽しい＋楽しい」を
選択した児童は８９％いますが、「とても楽
しい」の割合が４５％で、本校の６５％と２
０％の開きがあり、本校児童がより授業に
親しんでいることが分かります。

【Ｑ２について】
　本校では授業中の「ゲーム」を一昨年度
は８４％、昨年度は６２％の児童が選択して
いましたが、本年度は１０％減の５１％で
す。代わって「歌やダンス」と「友達と英語を
使って話すこと」が昨年度比でそれぞれ１
０％、７％増となっています。児童が年々
「授業」として意識するようになってきたとと
もに、知的な活動を楽しめるようになってき
たことがうかがえます。ただし、「新しい英語
を覚えること」が昨年度に引き続き０％であ
ることは大きな課題だと思われます。

【Ｑ３について】
　「とてもできる」の割合は昨年度と同じで
すが、「できる」の割合が減少し、その分「あ
まりできない」が１０％増加しました。宇城
市全体と比較すると、「とてもできる＋でき
る」の割合はほぼ変わりませんが、「とても
できる」の割合は１２％ほど上回っていま
す。いずれにしても友達とのやりとりを楽し
めるようにする工夫が必要だと思われま
す。

【Ｑ４について】
　「とても思う＋思う」の割合は昨年度より５％上
回っています。特に「とても思う」の割合が１０％
上回るなど、より「話したい」と思う児童が増えて
いるようです。宇城市全体と比べても「とても思う
＋思う」が９％、「とても思う」児童の割合は１５％
上回っています。ＡＬＴによる指導・支援は週２日
ですが、日常的な交流を積み重ねたことで、「話し
てみたい」という意欲につながったものと思われ
ます。

1 1 1 1

0%

20%

40%

60%

80%

100%

120%

Q1 外国語（英語）の授業は楽しいですか？

系列1 系列2 系列3 系列4

歌やダ

ンス
23%

ゲーム
51%

絵本やお話
3%

新しい英語を覚える事
0%

上手に英語を話せるこ

と
7%

友達と英語を使って話すこと
16%

Q2 Q1で「とても楽しい」「楽しい」と答えた人は、どんなことが楽しいで

すか？

歌やダンス ゲーム 絵本やお話 新しい英語を覚える事 上手に英語を話せること 友達と英語を使って話すこと

0

0.1

0.2

0.3

0.4

0.5

Q3 英語を使って友達と楽しむことができますか？
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Q4 英語を使って外国の人と話してみたいですか？
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